
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2022年2月24日

派遣決定番号 340L

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 新田　八朗

担当者部署 連絡先電話番号 076-444-3533

担当者役職 副主幹 担当者氏名 朴木　隆裕 連絡先E-mail

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2022年2月17日 10時00分 12時00分 0 120

派遣形態 講演（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

108 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

職員の啓発

・基本となる事項をわかりやすく解説いただくとともに、現行制度の問題点を指摘されており、有意
義な内容だった。
・さまざまな立場からの疑問・問題点を提起し、丁寧に解説していただいたので、理解が深まった。
・「カードと制度の関係」について資料も分かりやすかった。

・マイナンバーの収集や利用における取り扱いについて改めて確認することができた。
・安全管理措置のガイドラインに基づき慎重な取り扱いを求められる理由がわかり、業務を遂行する
うえで参考になった。
・マイナンバーの効果（メリット）を発揮できるようにするためには、自治体も目的を明確にして事
務の効率化を意識する必要があることを認識した。

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない最も当てはまるものをリストより選択下さい。

・住民にはマイナンバーによって国に情報管理されるという根強い懸念があるため、その払拭に取り
組みつつ、マイナンバーカードの利用場面を増やし、マイナンバーやマイナンバーカードによるメ
リットが実感できるように取り組むことが必要である。
・マイナンバーについては、法令が複雑でわかりづらく、①マイナンバーカードと混同する、②事務
の効率性を考慮することなく、とにかく独自利用事務の数を増やせばよい等といった、さまざまな誤
解がある。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

県・市町村・一部事務組合職員

○掲載可

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

富山県

知事政策局

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

930-8501　富山県富山市新総曲輪1-7

水町　雅子

大変よい

講義内容がとてもわかりやすく、具体例を交えながらマイナンバーの目的や活用方法をご説明いただいたのでイメージがつき
やすく、理解することができた。マイナンバーの基礎知識や現状の課題など一般的な知識としても、業務への活用としても参
考になった。

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

なし



改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

・番号法の今後の改正、個人情報保護法の改正、利活用条例の今後などについて
・マイナンバーカードを持つメリット
・全国の自治体において、マイナンバーを有効に業務に活用している事例の紹介

最も当てはまるものリストより選択下さい

マイナンバーを活用し、正確・迅速な事務処理により住民の利便性向上を図る。マイナンバー制度が
国民、公務員の双方にとって便利な仕組みになる。

⑤その他

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

アンケートは回答集計中であるが，概ね好評でした。


